
令和６・７年「熊本の学び」研究指定

「熊本の学び」プロジェクト校

南阿蘇村立南阿蘇中学校研究主題

自ら学び、他者と協働する生徒の育成
~すべての生徒が「分かる喜び」を実感し、自分の言葉で学びを語り合う集団づくりを通して~

南阿蘇村立南阿蘇中学校

①「みなあそ学習」の徹底
全教科での共通実践

②協働的な学び・対話的な学び
「話し合いのルール」の活用

③基礎・基本の徹底
適用問題による振り返り

⑤ルーブリックの活用
学びに向けた意識の向上

④振り返りの充実
他者の振り返りから学ぶ

研究の実際
令和６年度の実践の様子

①～④･･･３年生 理科
⑤･･･３年生 総合的な学習の時間



取組２

個々の授業力向上プラン

☆教師も主体的・
対話的で深い学びを

☆授業検討会での
ICT活用

取組１

南阿蘇中授業スタイルの構築

☆課題解決に向けた
「みなあそ学習」の
共通実践

☆「３つの“あい”」で
協働学習を強化

・話し“あい”
・学び“あい”
・深め“あい”

取組８

☆資質・能力の育成に向けた
カリキュラム・マネジメン
トの実施

☆総合的な学習の時間
を中心に

取組３

☆南阿蘇中授業ス
タイルと連動さ
せた参観シート
を作成

☆数値化して成果
と課題を可視化

取組７

☆育成を目指す資
質・能力を明確に

☆ビジョンの共有

取組５

☆生徒の対話に対する意識等を把握
☆明らかになった課題から取組を検討

☆何を学んだのかを
明確に

☆他の生徒の振り返り
から学ぶ

校内研修の見直し

対話に関するアンケートの実施

ルーブリックの作成・活用

「振り返り」の充実

カリキュラム・マネジメントの充実

取組４

授業力向上部会

対話・協働部会

カリキュラム・マネジメント、調査部会

取組６

☆何のために話し合うの
かを明確に

・比較のため
・答えを導くため
・考えを深めるため等

☆対話のルールを
視覚化

話し合いのルールづくり

□基礎・基本の学力
□自己認知力・メタ認知力
□支持的風土

本校の課題(各種調査より)


